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（
政
令
へ
の
委
任
）

第
八
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過

措
置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
九
条

政
府
は
、
土
地
改
良
事
業
が
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
土
地
改
良
制
度
の
在
り
方
に
つ
い

て
不
断
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
三
十
五
年
度
ま
で
の
間
に
、
農
用
地
の
集
団
化
そ
の
他
農
業
構
造
の
改

善
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
新
土
地
改
良
法
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所

要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
十
二
条
第
三
項
中
「
第
百
十
三
条
の
三
」
を
「
第
百
十
三
条
の
四
」
に
改
め
る
。

（
農
住
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

農
住
組
合
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
中
「
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
百
十
三
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
土
地
改
良
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
土
地
改
良
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
有
し
て
い
る
」
の
下
に
「
本
来
の
」
を
加
え
、「
と
す
る
こ
と
そ
の
他
」
を
「
と
し
、
か
つ
、」

に
改
め
る
。

（
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
及
び
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
八
十
七
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

一

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
五
十
二
条
第
二
項

二

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
五
十
五
号
）
第
十
六
条
第
二
項

（
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
第
八
十
七
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、「
有
し
て
い
る
」
の
下
に

「
本
来
の
」
を
加
え
、「
と
す
る
こ
と
そ
の
他
」
を
「
と
し
、
か
つ
、」に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
有
し
て
い
る
」
の

下
に
「
本
来
の
」
を
加
え
、「
と
す
る
こ
と
そ
の
他
」
を
「
と
し
、
か
つ
、」に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
七
第
二
項
中
「
第
八
十
七
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
八
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、「
有
し
て
い
る
」

の
下
に
「
本
来
の
」
を
加
え
、「
と
す
る
こ
と
そ
の
他
」
を
「
と
し
、
か
つ
、」に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
有
し
て
い

る
」
の
下
に
「
本
来
の
」
を
加
え
、「
と
す
る
こ
と
そ
の
他
」
を
「
と
し
、
か
つ
、」に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

農
林
水
産
大
臣

山
本

有
二

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

道
路
運
送
車
両
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

法
律
第
四
十
号

道
路
運
送
車
両
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
四
条
の
四
中
「
及
び
第
七
十
五
条
の
五
」
を
「
、
第
七
十
五
条
の
五
及
び
第
七
十
五
条
の
六
」
に
改
め
る
。

第
七
十
五
条
第
七
項
中
「
そ
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
受
け
た
自
動
車
の
構
造
、
装
置
若
し
く
は
性
能
が
保
安
基
準

に
適
合
し
な
く
な
り
、
又
は
均
一
性
を
有
す
る
も
の
で
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

そ
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
受
け
た
自
動
車
の
構
造
、
装
置
又
は
性
能
が
保
安
基
準
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と

き
。

二

そ
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
受
け
た
自
動
車
が
均
一
性
を
有
す
る
も
の
で
な
く
な
つ
た
と
き
。

三

不
正
の
手
段
に
よ
り
そ
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
受
け
た
と
き
。

第
七
十
五
条
の
二
第
四
項
中
「
そ
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
受
け
た
特
定
共
通
構
造
部
の
当
該
指
定
に
係
る
構
造
、

装
置
若
し
く
は
性
能
が
保
安
基
準
に
適
合
し
な
く
な
り
、
又
は
均
一
性
を
有
す
る
も
の
で
な
く
な
つ
た
と
き
は
、そ
の
」

を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

そ
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
受
け
た
特
定
共
通
構
造
部
の
当
該
指
定
に
係
る
構
造
、
装
置
又
は
性
能
が
保
安
基

準
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
き
。

二

そ
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
受
け
た
特
定
共
通
構
造
部
が
均
一
性
を
有
す
る
も
の
で
な
く
な
つ
た
と
き
。

三

不
正
の
手
段
に
よ
り
そ
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
受
け
た
と
き
。

第
七
十
五
条
の
三
第
五
項
中
「
そ
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
受
け
た
特
定
装
置
が
保
安
基
準
に
適
合
し
な
く
な
り
、

又
は
均
一
性
を
有
す
る
も
の
で
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

第
一
項
の
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

そ
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
受
け
た
特
定
装
置
が
保
安
基
準
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
き
。

二

そ
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
受
け
た
特
定
装
置
が
均
一
性
を
有
す
る
も
の
で
な
く
な
つ
た
と
き
。

三

不
正
の
手
段
に
よ
り
そ
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
受
け
た
と
き
。

第
七
十
五
条
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
報
告
及
び
検
査
）

第
七
十
五
条
の
六

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
七
十
五
条
第
七
項
、
第
七
十
五
条
の
二
第
四
項
及
び
第
七
十
五
条
の
三
第

五
項
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
の
型
式
に
つ
い
て
指

定
を
受
け
た
者
、
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
共
通
構
造
部
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
受
け
た
者

又
は
第
七
十
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
装
置
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
受
け
た
者
に
対
し
、
そ
の
業
務

に
関
し
報
告
を
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
こ
れ
ら
の
者
の
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
場
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
書
類
そ

の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
票
を
携
帯
し
、
か
つ
、
関
係
者
の
請
求
が

あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
百
条
第
一
項
中
「
行
政
庁
は
」
の
下
に
「
、
第
七
十
五
条
の
六
第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
」
を
加
え
、
同
条

第
二
項
中
「
職
員
は
」
の
下
に
「
、
第
七
十
五
条
の
六
第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
」
を
加
え
る
。

第
百
六
条
の
四
第
三
号
中
「
第
六
十
三
条
の
四
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
七
十
五
条
の
六
第
一
項
」を
加
え
、

「
同
項
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
十
五
条

第
七
項
、
第
七
十
五
条
の
二
第
四
項
及
び
第
七
十
五
条
の
三
第
五
項
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。


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